
●
N
P
O
法
人
小
樽
民
家
再
生
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
代
表
理
事

●
N
P
O
法
人
歴
史
文
化
研
究
所
副
代

表
理
事

●
北
海
道
洋
上
風
力
発
電
誘
致
準
備
委

員
会
副
会
長

●
小
樽
石
蔵
再
生
会

企
画
部
長

●
小
樽
民
泊
研
究
会

事
務
局
長

●
な
る
ほ
堂

主
催

な
ど
28
の
市
民
運
動
を
創
設
。

今
年
は
小
樽
運
河
が
誕
生
し
て
百

年
目
、
保
存
運
動
が
始
ま
っ
て
50
年

目
の
節
目
の
年
で
あ
る
。

運
河
は
半
分
埋
め
立
て
ら
れ
、
道

路
が
造
成
さ
れ
た
が
、
市
を
二
分
し

て
い
る
と
い
う
指
摘
も
あ
る
。
運
動

を
経
て
小
樽
は
ど
う
変
わ
り
、
こ
れ

か
ら
ど
ん
な
街
に
な
る
の
か
、
ビ
ジ
ョ

ン
を
う
か
が
っ
た
。

「
ま
ち
づ
く
り
運
動
」
画
期
的

▼
『
小
樽
志
民

運
河
保
存
運
動
の

市
民
力
』
を
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
映
画
を
見
て
い
る
よ
う
な
臨

場
感
が
あ
り
ま
し
た
。
続
編
を
お
書

き
に
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

続
編
は
す
で
に
書
き
始
め
て
い
ま

す
。
な
ぜ
な
ら
昭
和
50
年
に
小
樽
運

河
を
守
る
会
が
で
き
て
か
ら
令
和
５

年
の
今
日
ま
で
、
小
樽
に
は
90
を
超

え
る
ま
ち
づ
く
り
運
動
が
あ
り
、
私

は
そ
の
う
ち
28
の
ま
ち
づ
く
り
団
体

を
創
設
し
、
最
も
古
株
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
運
動
の
記
録
は
最
低
残
す
べ

き
だ
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
す
。
ち

な
み
に
小
樽
の
近
代
史
は
実
に
お
も

し
ろ
い
の
に
対
し
、
現
代
史
は
つ
ま

ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

「
ま
ち
づ
く
り
運
動
」
こ
そ
画
期
的

な
出
来
事
だ
と
気
づ
き
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
独
自
の
現
代
史
の
記
録
は
、

小
樽
の
み
に
留
ま
ら
ず
必
要
が
あ
る

と
思
う
か
ら
で
す
。

客
観
的
な
視
点
も
つ

社
会
に
は
政
治
行
政
、
文
化
、
経

済
と
い
う
既
存
の
三
原
則
が
あ
り
ま

す
が
、
ま
ち
づ
く
り
運
動
は
一
つ
の

ジ
ャ
ン
ル
に
特
化
せ
ず
、
客
観
的
な

立
場
に
あ
り
、
人
が
本
来
の
目
的
を

見
失
う
よ
う
な
と
き
に
引
き
戻
し
て

く
れ
る
も
の
で
す
。

▼
運
河
保
存
運
動
の
10
年
で
学
ば
れ

た
の
は
ど
ん
な
こ
と
で
す
か
。
運
動

を
通
し
て
学
ば
れ
た
こ
と
は
ど
の
よ

う
に
生
か
さ
れ
て
き
ま
し
た
か
。

保
存
運
動
以
後
50
年
で
証
明
さ
れ

た
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、

語
り
継
ぎ
た
い
エ
ッ
セ
ン
ス
を
お
伝

え
し
ま
す
。

①
「
色
彩
の
デ
ザ
イ
ン
の
根
幹
は
デ

ジ
ナ
ー
レ
」

「
運
河
を
守
る
会
」
事
務
局
長
の

故
藤
森
茂
男
さ
ん
の
言
葉
。
形
・
色

を
考
え
る
だ
け
が
デ
ザ
イ
ン
で
は
な

く
、
人
間
生
活
で
生
ま
れ
る
課
題
に

ど
う
対
処
す
る
か
、
そ
の
方
法
が
デ

ザ
イ
ン
だ
と
い
う
。
「
運
河
は
郷
土

の
か
け
が
え
の
な
い
遺
産
、
き
れ
い

に
し
て
全
面
保
存
し
よ
う
。
石
造
倉

庫
な
ど
歴
史
的
建
造
物
群
の
再
利
用

を
含
め
た
運
河
地
域
の
再
開
発
こ
そ

小
樽
再
生
の
基
点
だ
」
と
書
い
て
お

ら
れ
る
。

小
樽
は
ど
う
い
う
都
市
を
目
指
す

か
、
そ
の
た
め
に
運
河
を
ど
う
す
る

か
が
大
事
で
あ
る
、
と
教
え
ら
れ
る
。
。

②
政
治
と
経
済
の
隙
間
を
文
化
が
堂
々

と
歩
く

昭
和
50
年
代
、
日
本
海
側
の
小
樽

港
は
斜
陽
化
し
、
の
ん
び
り
と
釣
り

糸
を
垂
れ
る
人
や
デ
ー
ト
の
カ
ッ
プ

ル
が
歩
い
て
い
た
。
そ
れ
を
見
て
、

山
口
保
さ
ん
（
運
動
の
リ
ー
ダ
ー
の

一
人
）
は
港
の
将
来
性
を
感
じ
、

「
港
は
宝
」
で
あ
る
と
感
じ
た
と
い

う
。
ま
さ
に
政
治
と
経
済
の
隙
間
を

文
化
が
堂
々
と
歩
ん
で
い
る
こ
と
に

気
づ
い
て
い
た
の
だ
。

③
学
び
な
が
ら
運
動

「
運
河
を
守
る
会
」
の
会
長
で
あ
っ

た
故
峯
山
冨
美
さ
ん
の
言
葉
。
色
々

な
ジ
ャ
ン
ル
の
方
に
小
樽
運
河
研
究

講
座
で
語
っ
て
い
た
だ
き
、
多
角
的

に
運
河
の
潜
在
力
を
探
り
、
運
動
を

広
め
て
い
っ
た
。

④
本
物
の
詐
欺
師
は
騙
さ
れ
た
者
を

幸
せ
に
す
る

映
画
『
ス
テ
ィ
ン
グ
』
の
台
詞
。

運
河
埋
め
立
て
を
推
進
す
る
市
に

対
し
、
ポ
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と

い
う
名
称
で
会
場
を
借
り
た
。
カ
ナ

ル
（
運
河
）
で
は
な
く
、
ポ
ー
ト

（
港
）
と
し
た
こ
と
で
お
と
が
め
は

な
か
っ
た
。
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
は

８
万
人
も
の
人
が
押
し
寄
せ
、
運
河

問
題
は
タ
ブ
ー
（
話
題
に
し
な
い
）

か
ら
解
放
さ
れ
、
市
民
が
色
々
な
場

で
語
り
合
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

⑤
ス
タ
ッ
フ
集
め
の
ツ
ボ

昭
和
50
年
頃
、
喫
茶
店
「
叫
児
楼
」

に
音
楽
好
き
な
人
が
集
ま
っ
て
い
た
。

岡
部
唯
彦
さ
ん
は
仲
間
と
共
に
音
楽

発
表
の
登
竜
門
（
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
）

を
小
樽
に
、
ポ
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
に
設
け
る
こ
と
に
し
た
。
運
営
ス

タ
ッ
フ
が
足
り
な
く
な
り
、
バ
ン
ド

の
出
演
者
全
員
が
実
行
委
員
に
な
る

方
式
が
取
ら
れ
た
。

⑥
一
銭
も
広
告
費
を
使
わ
な
か
っ
た

の
に
み
る
み
る
う
ち
に
観
光
都
市

昭
和
50
年
か
ら
59
年
が
運
河
保
存

運
動
の
期
間
だ
っ
た
が
、
埋
立
派
と

学

道

一

如
発行
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小樽再発見（3)
小
樽
運
河
保
存
運
動
に
つ
い
て
調
べ
る
と
、
左
記
の
本
に
出
会
っ
た
。
「
筆

者
に
と
っ
て
運
河
保
存
運
動
は
、
悔
し
さ
を
敵
に
し
、
希
望
を
味
方
に
し
て

戦
っ
て
き
た
十
年
で
あ
っ
た
。
敗
北
に
次
ぐ
敗
北
を
重
ね
た
が
、
未
だ
『
負

け
た
』
と
は
思
っ
て
い
な
い
。
む
し
ろ
『
勝
っ
て
い
る
』
と
さ
え
思
っ
て
い

る
」
と
あ
る
。
運
動
は
経
済
や
文
化
の
自
立
に
大
き
く
貢
献
し
、
今
日
に
至
っ

て
い
る
と
感
じ
ら
れ
た
。
著
者
の
石
井
伸
和
氏
に
お
話
を
聞
い
た
。運河保存運動の渦中にいた著者の

渾身のドキュメント。個の中に公

を思う市民力、チームワークに心

打たれる。2018年4月10日発行。

著
者
の
石
井
伸
和
氏

石
井
印
刷
代
表
取
締
役
会
長

歴
史
に
学
び
つ
つ

新
た
な
歴
史
を
切
り
拓
く
志
民



保
存
派
が
同
じ
テ
ー
ブ
ル
に
つ
き
論

争
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
保
存
運

動
に
つ
い
て
は
大
勢
の
新
聞
記
者
が

取
材
し
、
報
道
し
て
く
れ
た
。
地
元

紙
も
全
国
紙
も
長
い
期
間
に
わ
た
り

取
り
上
げ
て
く
れ
た
。
そ
の
サ
ブ
リ

ミ
ナ
ル
効
果
を
電
通
の
社
員
が
計
算

し
た
と
こ
ろ
、
500
億
円
の
宣
伝
効
果

が
あ
っ
た
と
い
う
。

⑦
１
０
０
億
円
と
３
兆
円

ど
っ
ち
の
経
済
？

運
河
の
埋
め
立
て
公
共
事
業
に
は

総
額
百
億
円
が
数
年
で
投
入
さ
れ
た
。

一
方
、
観
光
事
業
は
年
間
一
千
億
円

を
売
り
上
げ
、
30
年
以
上
続
い
て
い

る
の
で
３
兆
円
に
な
る
。
ど
ち
ら
が

い
い
か
は
一
目
瞭
然
だ
。
運
河
保
存

運
動
は
新
た
な
価
値
創
造
運
動
で
あ

り
、
経
済
的
に
い
え
ば
市
場
創
造
で

あ
っ
た
。

⑧
Ｄ
Ｘ
な
ら
ぬ
Ａ
Ｘ

Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
）
と
は
デ
ジ
タ
ル
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
を
使
用
し
て
、
ビ
ジ
ネ
ス

プ
ロ
セ
ス
・
文
化
・
顧
客
体
験
を
新

た
に
創
造
し
て
、
変
わ
り
続
け
る
ビ

ジ
ネ
ス
や
市
場
の
要
求
を
満
た
す
プ

ロ
セ
ス
で
あ
る
。
小
樽
は
Ｄ
Ｘ
で
は

な
く
Ａ
Ｘ
（
ア
ナ
ロ
グ
・
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
を
追
求
し
て

い
る
。
Ａ
Ｘ
と
は
「
“
ア
ナ
ロ
グ
”

技
術
で
世
の
中
を
よ
り
良
い
も
の
に

す
る
」
こ
と
。

ま
ず
ア
ナ
ロ
グ
で
の
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
き
で
、
そ
の
効

果
を
最
大
限
に
す
る
た
め
に
デ
ジ
タ

ル
ツ
ー
ル
を
活
用
す
る
。

⑨
観
光
動
向
依
存
の
公
的
機
関

小
樽
は
次
々
シ
ナ
リ
オ
の
な
い
観

光
都
市
に
な
っ
て
い
る
。
行
政
（
小

樽
市
観
光
振
興
室
、
小
樽
観
光
協
会
）

は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
し
て
い
る
が
、

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
し
て
い
な
い
。

ど
ん
な
街
に
す
る
か
と
い
う
ビ
ジ
ョ

ン
を
持
つ
必
要
が
あ
る
。

※
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
（
早
い
話
、
自
分

磨
き
の
こ
と
。
小
樽
人
が
小
樽
観
光
の

良
さ
を
発
掘
し
、
小
樽
ら
し
く
育
て
る

こ
と
）

⑩
法
律
ま
で
作
っ
た
小
樽
運
河
保

存
運
動

（
小
樽
運
河
は
ゆ
る
や
か
に
カ
ー
ブ
）

運
河
に
道
路
を
ま
っ
す
ぐ
に
建
設

す
る
と
大
切
な
歴
史
建
造
物
を
壊
す

こ
と
に
な
る
と
わ
か
り
、
国
に
働
き

か
け
た
。
運
動
が
法
律
を
作
り
、
道

路
の
設
計
を
変
更
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。国

交
省
の
道
路
法
に
基
づ
く
「
シ

ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
」
は
公
益
的
、
社
会

慣
習
的
な
も
の
に
限
ら
れ
、
使
用
・

占
有
手
続
き
が
必
要
に
な
る
。
小
樽

運
河
に
は
歴
史
的
景
観
に
優
れ
た
シ

ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
（
第
１
号
）
が
あ
る
。

名
も
な
き
市
民
運
動
が
こ
こ
ま
で
や
っ

た
と
い
う
思
い
が
あ
る
。

⑪
器
の
大
き
い
保
存
運
動

運
河
周
辺
の
地
価
は
10
倍
に
上
が
っ

た
。
運
河
埋
め
立
て
を
推
進
し
て
き

た
倉
庫
業
者
に
と
っ
て
幸
運
な
巡
り

合
わ
せ
と
な
っ
た
。
倉
庫
業
で
は
立

ち
行
か
な
く
な
っ
て
い
た
か
ら
だ
。

倉
庫
を
貸
す
だ
け
で
採
算
が
と
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
ま
ち
づ
く
り
運
動

は
器
の
大
き
い
運
動
だ
。

⑫
都
市
計
画
研
究
者
西
村
幸
夫
氏

が
提
唱
し
て
い
る
こ
と

「
対
立
型
で
は
な
く
、
提
案
型
、

学
習
型
、
包
摂
型
、
全
国
提
携
型

の
運
動
を
」

西
村
幸
夫
氏
（
國
學
院
大
學
観
光

ま
ち
づ
く
り
学
部
学
部
長
）
が
唱
え

て
い
る
運
動
形
態
で
、
市
民
主
体
の

ま
ち
づ
く
り
を
提
唱
し
て
い
る
。
全

国
提
携
と
い
う
点
で
は
「
ま
ち
な
み

ゼ
ミ
」
に
加
わ
り
、
全
国
の
仲
間
と

互
い
に
切
磋
琢
磨
し
合
う
こ
と
が
大

切
だ
。
今
年
は
10
月
に
第
46
回
全
国

町
並
ゼ
ミ
小
樽
大
会
が
開
催
さ
れ
、

西
村
氏
も
参
加
さ
れ
る
。

古
民
家
再
生
・
活
用
を

▼
現
在
、
力
を
入
れ
て
お
ら
れ
る
活

動
は
何
で
す
か
。

次
の
３
つ
で
す
。

①
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
小
樽
民
家
再
生
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

小
樽
の
空
き
家
古
民
家
に
移
住
者

を
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
こ
と
、
旧
寿
原

邸
を
核
に
古
民
家
活
用
を
発
信
す
る

こ
と
で
す
。

②
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
歴
史
文
化
研
究
所

『
小
樽
學
』
発
行
を
も
と
に
小
樽

の
知
的
財
産
を
ク
ラ
ウ
ド
に
掲
げ
る

こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

③
和
装
街
・
小
樽
実
行
委
員
会

小
樽
ら
し
い
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
や
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
自
由
な
和
装
で
追

求
し
ま
す
。

(2)第20号 小樽双葉高校新聞「学道一如」 ２０２３年７月２０日

歴史的建造物はまちの力

▼石井さんは小樽のまちづくりにどんなビ

ジョンをお持ちですか。

まず、近現代史の骨格となっている歴史

的遺産を復活、再生させることです。現在、

市内には79棟の歴史的建造物が指定されて

います。しかし、約千棟の歴史的建造物が

あり、これまでに再生されたのは２割です

から、動態保存は現在進行形です。歴史的

建造物をめぐる観光客が多いことを認識し、

その価値を認め、今後も生かしていきたい。

リサイクルがビジネスに
また、人生の再利用もあります。観光ガ

イドクラブには約30名のボランティアがい

ますが、退職教員が多く、生き生きと活動

されています。

乗り物もレトロです。人力車、屋形船、

ＳＬがあります。

「物を大事にする」、もったいないの精

神で、リペア、リサイクルすることを追求

したいです。

地産地消ではなく、小樽に世界中の古い

物を集めたいです。その際、関税がネック

になりますから、戦略特区にすることを市

に申請してもらう必要があります。

私設ミュージアム都市に
大阪に商店街ミュージアムというものが

あります。それぞれの店が歴史を学び、展

示し、誇りを持つようになった。それを互

いにシェアすることで新しいものが生まれ

ています。小樽にもそのような機運が生ま

れるといいと思います。」

北海製罐小樽工場第３倉庫の活用法が議

論されています。若い人たちから現代美術

館にという声もありますが、どうでしょう

ね。美しいだけではファンは増えません。

馴染みが必要で、小樽観光の動機は美しい

ことではなく、小樽に馴染む歴史の再利用

じゃないかな。



▼
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
小
樽
民
家
再
生
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
に
つ
い
て
教
え
て

下
さ
い
。

こ
れ
ま
で
17
の
物
件
を
マ
ッ
チ
ン

グ
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
事
業
は
マ
ッ
チ
ン
グ
の
た
め
の

「
相
談
会
」
「
交
流
会
」
で
す
。
交

流
会
は
移
住
者
を
孤
立
さ
せ
な
い
た

め
に
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

副
事
業
に
は
歴
史
的
建
造
物
再
生

コ
ン
テ
ス
ト
、
移
住
・
起
業
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
作
成
、
小
樽
石
蔵
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
、
旧
寿
原
邸
管
理
運
営
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
市
か
ら
委
託
さ
れ
、
イ

ベ
ン
ト
な
ど
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。

（
写
真
旧
寿
原
邸
、
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
）

必
見
『
小
樽
學
』

▼
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
歴
史
文
化
研
究
所
の

活
動
に
つ
い
て
教
え
て
下
さ
い
。

次
の
７
つ
が
主
要
な
も
の
で
す
。

①
『
小
樽
歴
史
年
表
』
『
小
樽
學
』

発
行

②
『
小
樽
ま
ち
づ
く
り
運
動

の
記
録
』
執
筆
中

③
小
樽
知
的
財

産
ク
ラ
ウ
ド
研
究

④
小
樽
市
公
共

施
設
運
営
・
管
理
（
手
宮
洞
窟
、
旧

日
本
郵
船
小
樽
支
店
）
⑤
小
樽
の

「
日
本
遺
産
」
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

⑥
小
樽
の
再
生
歴
史
的
建
造
物
の
研

究

⑦
小
樽
の
歴
史
と
観
光
の
接
点

を
研
究

日
本
一
異
常
で
正
常
な
小
樽

▼
「
小
樽
は
市
民
運
動
の
ま
ち
」
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ

禍
、
運
動
を
進
め
る
の
は
大
変
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
今
後
、
ど
の
よ
う

に
展
開
し
て
い
く
の
が
望
ま
し
い
と

お
考
え
で
す
か
。

小
樽
に
市
民
運
動
が
多
い
の
は
全

国
的
に
「
異
常
」
で
す
。
で
も
、
ま

ち
づ
く
り
運
動
は
客
観
的
に
「
正
常
」

で
す
か
ら
、
「
日
本
一
異
常
だ
が
、

日
本
一
正
常
な
街
・
小
樽
」
で
す
。

「
正
常
」
と
は
「
世
界
に
対
し
て
恥

ず
か
し
く
な
く
、
誇
り
を
持
て
る
小

樽
づ
く
り
」
を
す
る
こ
と
、
新
た
な

正
常
性
を
追
求
し
、
ま
ち
づ
く
り
運

動
を
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、

小
樽
の
「
政
治
・
行
政
、
経
済
、
文

化
」
を
再
構
築
す
る
こ
と
で
す
。

人
の
物
語
想
像
で
き
る
街
に

▼
小
樽
を
ど
ん
な
街
に
し
て
い
き
た

い
で
す
か
。

地
球
環
境
が
維
持
さ
れ
、
平
和
を

育
む
と
い
う
世
界
共
通
の
願
い
を
基

本
に
、
人
と
会
う
の
が
楽
し
み
な
街
、

人
と
人
の
物
語
を
想
像
で
き
る
街
、

散
歩
す
る
と
楽
し
い
街
、
生
き
る
の

が
楽
し
い
街
、
仕
事
が
励
み
に
な
る

街
、
で
す
。

小
樽
に
は
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
と
花

咲
か
爺
さ
ん
が
い
た
の
を
知
っ
て
い

ま
す
か
。
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
は
廣
井

勇
氏
。
小
樽
築
港
事
務
所
長
と
し
て

一
九
〇
八
年
に
北
防
波
堤
を
築
く
大

工
事
を
率
い

た
人
で
す
。

当
時
の
最
先

端
の
技
術
と

資
材
が
用
い

ら
れ
ま
し
た
。
（
写
真
廣
井
勇
氏
胸
像
）

花
咲
か
爺
さ
ん
は
奥
井
寛
信
氏
（
道

庁
職
員
）
。
鰊
漁
の
た
め
山
林
を
伐

採
し
、
は
げ
山
に
な
っ
た
が
、
そ
の

地
に
適
し
た
木
を
植
え
て
、
小
樽
の

自
然
が
回
復
さ
れ
た
の
で
す
。
二
人

と
も
そ
の
成
果
を
見
ず
に
亡
く
な
り

ま
し
た
が
、
後
世
に
残
る
仕
事
を
し

ま
し
た
。

お
も
し
ろ
い
こ
と
を
生
み
出
し
て

▼
高
校
生
に
ど
ん
な
こ
と
を
期
待
し

て
お
ら
れ
ま
す
か
。

「
い
い
学
校
を
出
て
、
い
い
会
社
に

就
職
し
て
、
お
金
に
困
ら
な
い
人
生

を
」
と
い
う
時
代
か
ら
「
自
分
で
お

も
し
ろ
い
と
思
う
こ
と
を
仕
事
に
し

て
、
（
敵
と
味
方
が
融
合
す
る
）
持

続
可
能
な
経
済
性
で
、
そ
の
仕
事
を

追
求
す
る
と
同
時
に
、
多
く
の
人
々

と
交
流
す
る
人
生
を
」
送
っ
て
ほ
し

い
ね
。
仲
間
か
ら
バ
カ
と
言
わ
れ
る

く
ら
い
に
交
流
で
き
た
ら
い
い
。
願

わ
く
ば
「
お
も
し
ろ
い
と
思
う
こ
と

の
中
に
『
小
樽
』
と
い
う
場
が
あ
る

と
い
い
」
で
す
。

廣
井
氏
、
奥
井
氏
の
よ
う
に
、
唱

え
て
い
る
こ
と
が
そ
の
時
代
に
実
現

し
な
く
て
も
、
将
来
、
世
の
役
に
立

つ
と
い
い
よ
ね
。

髙
杉
晋
作
が
辞
世
の
句
と
し
て

「
お
も
し
ろ
き
こ
と
も
な
き
世
を
お

も
し
ろ
く
」
と
詠
ん
だ
と
言
わ
れ
て

い
る
が
、
自
ら
お
も
し
ろ
い
こ
と
を

生
み
出
し
て
ほ
し
い
ね
。

まちづくり運動から学ぶ（４２）
志

司馬遼太郎は『花神（花咲爺）』という小説で、

維新の開花を見ずに散っていった幕末の志士、吉田

松陰や高杉晋作を描いたが、ちなみに小樽の歴史に

も同じく花咲爺がいた。「海の廣井・山の奥井」と

いう俗諺があるように、廣井勇と奥井寛信をいう。

廣井は、明治41年に北防波堤を日本人初でつくり、

その後、小樽は安心して停泊できる港となって、近

代化の物流需要に応えて一大発展を遂げた。奥井は、

当時まで鰊を鰊釜で煮るために伐採したことによる

小樽中の禿げ山状態に、たゆまず植林して自然環境

を回復させた。いずれも以後発展した小樽や、緑豊

かな小樽を見ずに散った。

ここに列挙した事例の人々に共通するのは「志」

である。この「志」の中にこそ「公の幸せを思う気

持ち」が込められている。が、いずれも戦いの人生

だった。別な「公」もしくは社会的な力を持つ「公

の仮面を被った私」が立ちはだかったからだ。また

彼らに共通するもう一つは、余裕があってしたこと

ではなく、清貧でありながら人生を賭けて成したと

いうことだ。

「志」は「心」に支えられる「士」と書くが、心の

ない士ばかりの官僚化した今日を思えば、この国の

文明も底が知れている。だから志を傾けるジャンル

は無尽蔵にある。 (『小樽學』ＨＰより）

取
材
を
終
え
て

石
井
さ
ん
は
運
河
保
存
運
動
で
燃

え
尽
き
る
ど
こ
ろ
か
、
そ
の
後
も
運

動
を
続
け
、
深
め
、
広
げ
て
、
ま
た

学
び
を
深
め
、
小
樽
の
こ
と
を
真
剣

に
考
え
、
活
動
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
。
駒
木
定
正
さ
ん
、
石
井

伸
和
さ
ん
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
、

小
樽
に
は
道
な
き
道
を
切
り
開
い
て

き
た
「
志
民
」
が
チ
ー
ム
と
し
て
存

在
し
て
い
る
の
だ
。

石
井
さ
ん
は
歴
史
に
学
び
、
今
の

時
代
を
生
き
る
こ
と
が
大
切
だ
と
語
っ

て
い
る
。
幕
末
の
志
士
が
お
気
に
入

り
だ
。
百
年
後
の
小
樽
に
思
い
を
寄

せ
、
市
民
運
動
を
展
開
し
て
い
る
。

(3)第20号 小樽双葉高校新聞「学道一如」 ２０２３年７月２０日


